
令 和 ８ 年 度 学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県 立 川 越 工 業 高 等 学 校 定 時 制 ） 
 

目指す学校像 社会の変化に主体的に対応できる力と自立する力を育成する       ※学校関係者評価実施日とは、最終

回の学校評価懇話会を開催し、学校

自己評価を踏まえて評価を受けた日

とする。        

達 

成 

度 

Ａ ほぼ達成(８割以上)  

重 点 目 標 

１ 学業に意欲を持たせ、基礎学力、技能の定着を図る 

２ 地域や家庭と連携した生徒指導・生徒支援を推進する 

３ 社会の中で自己実現できるキャリア教育を推進する 

 Ｂ 概ね達成(６割以上)   
出席者 学校関係者    名 

    生徒       名 

    事務局(教職員)  名 

 Ｃ 変化の兆し(４割以上)   

 Ｄ 不十分(４割未満)   

   ※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定
可。 

   ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 
         

学 校 自 己 評 価  学 校 関 係 者 評 価 

年 度 目 標 年 度 評 価 （   月   日  現 在）  実施日 令和  年  月  日 

番

号 
現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 

達成

度 
次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見・要望・評価等 

１ 

【現状】 

・多様な学力の生徒が在籍してい

る。 

・授業規律が保たれており、生徒が

安心して学習する環境が整ってい

る。   
【課題】 

・基礎・基本の習得、主体的に学習

する態度の育成および基礎学力の

定着。 
・現状と今後を見据えた教育課程の

再編成。 

 

・魅力ある教育活

動の展開 

 

 

 

 

・基礎学力、技能

の定着 

①授業形態に対する意識調査を活

用し、実態に応じた指導方法や

活動例を協議する研修会を実施

する。 
②教育課程の点検と見直しの着手 

 

①定期テストを通じ、生徒の学力

を引き続き正確に把握する。 
②役割･分担を明確に意識した学

習サポーターの活用 

③各種検定や資格に関する情報提

供と受験･資格取得の奨励 

①学校評価アンケート、職員面

談等で生徒の学習意欲の向上

が確認できたか。 

②教育課程は適切に編成された

か。 

 

①成績不振者に対する指導と追

認定試験が実施されたか。 

②生徒アンケートにより高評価

が得られたか。 

③検定合格者、資格取得者が現

れたか。 

   

  

２ 

【現状】 

・授業規律が保たれており、生徒が

安心して学習する環境が整ってい

る。 

・日本語を母語としない入学生の増

加もあり、挨拶を始めとしたコミ

ュニケーションを取ることが難し

い生徒が多い。 

【課題】 

・生徒会活動や部活動の参加を促

し、学校生活の充実を図る。 
・生徒一人一人に対する具体的な支

援および各家庭や外部機関との連

携の更なる充実。 

 

・授業規律維持及

び 学 習 環 境 整

備、学校行事等

を通じての活動

意欲向上。 

 

・家庭、地域、関

係機関と連携し

た教育相談、生

徒支援。 

 

 

 

 

①授業規律のための巡回指導、挨

拶などの声掛け。 

②ＳＳＷ、ＳＣ、巡回支援員、日

本語支援員と連携した指導と支

援、見守り。 

③人権教育を始め、警察や関係機

関と連携した講演会等の実施。 

 

①学校評価アンケート結果で、

生徒会・部活動加入率や活動

報告内容の充実が図れたか。 
②学校評価アンケート結果で、

ＳＳＷ・ＳＣ・巡回支援員・

日本語支援員との情報共有が

図れたか。 

③講演会等でのアンケート結果

及び生徒情報共有内容、問題

行動が起きていないか。 

 

   

  

３ 

【現状】 

・自分の適性が正確にわからず、進

路の目標を見出せない生徒が存在

する。 
【課題】 

・進路情報提供の機会を増やすため

従来の指導に加え、各企業との連

携強化。 
 

 

・社会を生き抜く

力の育成と生徒

の進路実現。 
 

 

 

①自己表現力を高め、社会性向上

に繋がる肯定的な指導の充実。 
②「課題研究」「総合的な探究の

時間」におけるキャリア教育の

充実。 
③進路実現に向けて就職者・進学

者へ計画的な指導の実施及び情

報提供。 

 

①②「課研」「総探」「授業」

「LHR」を含め、社会人基礎

力を育成する機会を複数回設

けられたか。 
③進路決定率１００％が実現で

きたか。 

   

  

 


